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 夏休みまであと 3 週間。生徒として初めての夏休みをよりよくするための貴重な

時間ですよ。「だらだら」よりも「いきいき」と。 

 

 

文月（７月）の行事予定 

 ☆彡☆彡☆彡☆彡☆彡☆彡☆彡 

 

 幼い頃から、笹に短冊をつけてお願いごとを…という行事にはなじみ深いはず。 

でも、待っているだけでは願いは叶いません。ここでチョットいい話。 

                         

昭和 54 年甲子園。                         

夏の高校野球 3回戦。 

                   

星稜 vs 箕島。１対１で迎えた延長 12 回表、星稜は、前日から 40℃の高熱がある箕

島のキャプテンのエラーで 2対 1と勝ち越します。その裏、箕島は、キャプテンの

ために…と頑張りますが、２アウトランナー無し。箕島の誰もが負けを感じ始めた

その時、次のバッターが監督に言いました。「ホームラン、ねらっていいですか。」

そして、その言葉通り、彼はチームを救う同点ホームランを見事に打ったのです。

その後、互いに無得点のまま進んだ１６回表、またもや星稜が１点勝ち越し。午後

４時に始まった試合はすでに午後７時。今度こそ決着をつけたい星稜は必死に守り

ます。16 回裏、箕島の攻撃。２アウトランナー無し。そして、3人目の打ったボー

ルはふらふらと打ち上がりファールフライ。今度こそ星稜の勝利、長い戦いも終わ

った…と、誰もが思ったその時、なんと星稜の選手がつまづき落球。たまたまその

年から甲子園は人工芝になり、段差ができたところにつまづいてしまったのです。

命拾いした箕島のバッターが振った次の球は、2本目の奇跡の同点ホームラン！箕島

はまたもやギリギリのところでふんばります。延長18回でも決着がつかない場合は、

次の日再試合となりますが、結局、4時間にも及ぶ歴史的な試合は、18 回裏、箕島

がサヨナラ勝ちをおさめました。そして、この年、春夏連覇を成し遂げたのです。 

 この話から、あなたたちに学んでほしいこと。 

１．自分を信じ、願いが叶うことを信じ、 

 最後まで努力し、あきらめないこと。 

２．『だれかのために』という気持ちは、        みんなの願いが 

 思わぬ大きな力となって、                   叶いますように 

 あなたの背中を押してくれるということ。       

 期末が返ってきたり、部活動がすこしずつ厳しく 

なってきたりと、心が折れることもあるかもしれません。 

努力は報われない方が多い。でも、無駄にはならない！ 

自分のために、人のために、『熱い夏』を送りましょう！ 
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星稜 0 1 0 0 0 1 0 0 3 

箕島 0 1 0 0 0 1 0 1× 4 
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